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生物基礎 実験プリント
2編 ヒトの体内環境の維持　　3章 ヒトの体内環境の維持理科部門　ワークシート

　実験 自律神経系の機能

【はじめに】以前の実験計画や準備で，あなたが経験した失敗や反省を挙げよう。





【仮説を立てる】ヒトの自律神経系が作用すると，各器官はどのように反応するか？〇をつけなさい。
交感神経
副交感神経
①瞳孔
拡大 / 縮小
拡大 / 縮小
②だ腺（だ液の粘性）
上昇 / 低下
上昇 / 低下
③心臓（拍動）
促進 / 抑制
促進 / 抑制
④血圧
上昇 / 下降
上昇 / 下降
⑤皮膚の血管
収縮 /  － 
収縮 /  － 
⑥胃腸（ぜん動運動）
促進 / 抑制
促進 / 抑制
⑦気管支
拡張 / 収縮
拡張 / 収縮
⑧立毛筋
収縮 /  －
収縮 /  －
⑨汗腺（発汗）
促進 /  －
促進 /  －
⑩ぼうこう（排尿）
促進 / 抑制
促進 / 抑制













	　　注：－は「分布しない」の意



　　①～⑩のうち，私たちのグループは　　　番に着目し，仮説を検証するための実験計画を立てる。
　　「机上の空論」にならないために，実際にその反応が起きることを予備実験で確かめる。
☆ ルール


　　　 予備実験と本実験はともに同じ器官を対象とし，人体の負傷や苦痛を伴わない方法をとること


☆ 自己評価チェックリストに✓を入れよう (同じ項目で教員が採点し，達成数が得点となる【思】0～5点)
　□ 「予備実験の方法」は，どのような操作をどのくらいの時間実施したか示している
　□ 「予備実験の結果」は ”なんとなくこんな感覚になった” でなく，画像や数値で客観的に示している
　□ 「予備実験の考察」は，なぜこの結果が出たのかに加え，本実験に向けて改善すべき点を示している
□ 「本実験の方法」は「予備実験の考察」を踏まえ，高校生が検証可能で再現性の高い方法をとっている
　□ 「本実験の結果予想」は「本実験の方法」と対応したものになっている

【予備実験】短時間でできる簡単な実験を行い，実際にその反応が起こるかどうかを確かめるA：通常版

　方法 (どのような操作を，どのくらいの時間実施するかについて記入する)






　結果 (必要であれば写真などを貼りつける) ※実験に失敗したとしても，必ず内容を記載すること






　考察 (なぜその結果が出たかを考察し，本実験に向けて改善すべきことも記入する)




【本実験】予備実験を踏まえて，高校生が検証できる本実験の方法を立案する ※実際に実施はしない
　方法 (予備実験の考察を踏まえ，必要なサンプル数などの情報も具体的に考えて記入する)






　結果予想 (左ページで立てた仮説の答えを導く)



振り返り (自己評価：左ページのチェックリストに✓を入れよう)
実験のまとめ，反省点


【予備実験】短時間でできる簡単な実験を行い，実際にその反応が起こるかどうかを確かめるB:「方法」の項を細分化版

　方法 (どのような操作を，どのくらいの時間実施するかについて記入する)
器具と材料：どの実験器具と材料を必要とするか。


操作の実行：どのような操作によってどの自律神経を働かせるか。


結果の測定：どのタイミングで誰が何を測定するか。


結果の記録：どのサンプルの何を、誰がどのような形式で記録するか。


　結果 (必要であれば写真などを貼りつける) ※実験に失敗したとしても，必ず内容を記載すること





　考察 (なぜその結果が出たかを考察し，本実験に向けて改善すべきことも記入する)


【本実験】予備実験を踏まえて，高校生が検証できる本実験の方法を立案する ※実際に実施はしない
　方法 (予備実験の考察を踏まえ，必要なサンプル数などの情報も具体的に考えて記入する)





　結果予想 (左ページで立てた仮説の答えを導く)


振り返り (自己評価：左ページのチェックリストに✓を入れよう)
実験のまとめ，反省点
